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2024-25年度  第1回ガバナー会議

ガバナー月信ガバナー月信
2024.7.31 発行

Governor's Monthly LETTER / AUGUST  2024

Rotary International  District  2510

8月は「ロータリーの会員増強・新クラブ結成推進月間」です。私たち
は平和の推進という大きな目標のために 団結し、多用な新しいメンバ
ーを迎え入れ、地域社会により深く貢献するための一体感を育みま
す。多様性がより多くの多様性を生み出します。大きな組織の改革や
文化的転換は一夜でできるものではありません。優れたリーダーシッ
プがあること、会員や入会候補者の情熱を生かし続けること、多様性
を保つためリスクを恐れず機敏に対応すること。これらが整えば、ク
ラブは魅力的であり続けることができます。
新クラブの創設や既存クラブの活性化を通じて、ロータリーの理念を
拡げ、世界中の人々に希望と支援を届ける努力を続けます。

私たち一人ひとりの力が結集し、より社会に大きな良い変化を与え、平和を推進する組織と
して成長することで、より大きな影響を生み出すことができると信じています。 

2024 年 7 月 1 日（月）10：00～12：00東京プリンスホテルにお
いて、第1回ガバナー会議（議長：第2580 地区石川彌八郎ガバナ
ー）が開催されました。日韓親善会議開催案内、日台親善会議開
催案内、米山梅吉記念館からの依頼事項、ガバナー会規約の確認
（施行日2024 年 7 月 1 日）、8 条委員会規約の確認、翻訳委員会、
2024-25 年度組織連携委員会、危機管理委員会、令和 6 年能登半
島地震第 2610 地区からの支援御礼・報告 、 災害支援ならびに支
援金への対応、 歴代ガバナー名簿のデジタル化等を議題に、水野
功 RI 理事も御出席の中開催されました。

会員増強・新クラブ結成推進月間

この号の内容

1.
・会員増強・新クラブ
結成推進月間
・2024-25年度 第1回
ガバナー会議

2.
・各 Groupでのアク
ション レポート
・ガバナー公式訪問の
様子
・ガバナーノミニー候
補者推薦のお願い

2024-25  ガバナー
出村  知佳子(札幌北RC)

3.
行動計画推進のための
年次目標 地区委員長

4.
行動計画推進のための
年次目標 地区委員長

7.
行動計画推進のための
年次目標 地区委員長

8.
・行動計画推進のため
の年次目標 地区委員長
・新入会委員紹介
・2024-25 地区大会

5.
行動計画推進のための
年次目標 地区委員長

6.
行動計画推進のための
年次目標 地区委員長

アクティベイト・ビクトリア・ロータリークラ
ブの会員たち。このクラブは、社会奉仕プロジ
ェクトを通じて入会者を募る「地区オンライン
クラブ」の新しいモデルを採用しています。
クラブの革新と柔軟性、会員増強

https://rotaryblogja.org/category/%e3%82%af%e3%83%a9%e3%83%96%e3%81%ae%e9%9d%a9%e6%96%b0%e3%81%a8%e6%9f%94%e8%bb%9f%e6%80%a7/
https://rotaryblogja.org/category/%e4%bc%9a%e5%93%a1%e5%a2%97%e5%bc%b7/
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ガバナー公式訪問の様子

ロータリーボイス

2027-2028年度  ガバナーノミニー候補者推薦のお願い

2510地区公式LINE

2024-25クラブのための資料集

                                                          第10グループガバナー補佐　　浅野　翼     
  7月6日（土）函館セントラルロータリークラブ創立20周年記念式典
並びに記念講演、祝賀会が開催されました。記念事業として子供た
ちの交通安全教育のため、函館梁川交通公園に「動力式ゴーカート2
台」「駐車場フェンス」を寄贈しました。式典では大泉函館市長より
感謝状の贈呈、7名へ記念品贈呈、創立時のガバナー、塚原房樹パス
トガバナーによる、テーマ「来しかた　行く末」についての講演、
祝賀会はパストガバナーより、テーブルスピーチ、創立特別代表補
佐國立金助PGへ記念品贈呈などが行われました。これからも、地域
社会への奉仕事業を続けたいと思います。

地区ガバナー　出 村 知 佳 子
地区ガバナー指名委員長　大 日 向 豊 吉

2027-2028年度地区ガバナーノミニー候補者として適格な会員が在籍しており、地
区ガバナー指名委員会の審議を希望する地区内クラブは、１２月１日必着にて、地
区ガバナー指名委員長（地区ガバナー事務所気付）宛に、指定の書式にてご推薦く
ださい。（書式はガバナー事務所にお問い合わせください）
なお、地区ガバナーノミニー資格条件については、国際ロータリー細則第16.010.
節～第16.020.節の資格条件に適していることを要します。

 [参考] 国際ロータリー細則第12条（ガバナーの指名と選挙）
 国際ロータリー第2510地区 地区ガバナー指名委員会規定

 （1998-1999年度地区年次大会決議第８号）
 

 2022年手続き要覧抜粋

函館セントラルロータリークラブ創立20周年記念式典

2024-25 地区年次目標・Gメッセージ

2024-25年度会長テーマ
2024-25年度ﾃｰﾏとﾛｺﾞ関連資料

2024-25 RI共同目標

地区資料リソース・月信別冊

ロータリーのマジック 資料

ロータリーの行動計画

3Years Rolling Target plan 2024-25～

2024-25 公式訪問

公式訪問のお願い

2024-25 地区組織図

2024-25 地区カレンダー

2024-25 地区予算案

2024-25 クラブ会長・幹事名簿

2024.11.10 地区大会リーフレット

ロータリーfacebookページ
2024-25 出村G就任挨拶(PDF)
ハイライトよねやま
米山記念奨学会

財団寄付送金明細書

入会候補者情報の閲覧・管理

米山寄付送金明細書

入会候補者情報プログラムについて

入会候補者情報の管理方法(PDF)

「ロータリー文庫通信」387号DL

●札幌ライラックRC(7月5日) ●深川RC(7月16日) ●当別RC(7月17日)

1月にロータリー国際協議会（米国フロリダ州）で #四つのテスト
についてスピーチした出村さんが毎日オフィスで欠かさず行って
いるのは、朝の掃除。この時間は「四つのテスト」について考
え、心を見つめ直す大切な時間とおっしゃいます。7月にガバナ
ーに就任される出村さんからの寄稿記事をぜひお読みください。

https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/78df45c7cc6f38fb03e407cbd4d78b92.pdf
https://www.rotary.org/ja/stephanie-urchick-celebrates-magic-rotary
https://my.rotary.org/ja/news-media/office-president/presidential-theme
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/11635c8e8a976a0713225f9be660c547.pdf
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/fdd3490242404c2385b0643842ba99b3.pdf
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/d402b322cfc06156d69a53f0cfa3ac0b.pdf
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/a20fa96ea20d694d6baf4efe8524377a.pdf
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/aa020195f41591b4ee3d201183b443ff.xlsx
https://drive.google.com/file/d/1N30IcwvZer2JB2oFC0uVn-S3i4l3yulq/view
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/355d9455630f2c5026e79149542c4003.xls
https://docs.google.com/file/d/1tBkp74xvYL-IIHecZGQJiWMrVNbU4Rul/edit?usp=docslist_api&filetype=msexcel
https://drive.google.com/file/d/1cW2Iuvl5J0uCOqrWScjXu6ITAis9LRjb/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Wj9v24U2IWmLSqmjYue16pG1TQBsHlfM/view
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/68f0f2750e4d24c76993e84ed8ca353d.pdf
https://www.facebook.com/rotaryjapan/videos
https://rid2510.org/2324/wp-content/uploads/2024/02/f8f27456901d01a50325182df69e14e7.pdf
https://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/highlight
https://www.rotary-yoneyama.or.jp/
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1IT_haLBFDknSb_ngM9MzOgm4fhdxq3QTXejqBGG8ysg/edit?gid=1746573944#gid=1746573944
https://my.rotary.org/ja/login?destination=https%3A//my-cms.rotary.org/ja/manage/club-district-administration/district-administration/membership-leads
https://www.rotary-yoneyama.or.jp/download#download04
https://my.rotary.org/ja/document/connect-membership-leads?bypass=true
https://my-cms.rotary.org/document/how-manage-membership-leads-clubs
https://www.rotary-bunko.gr.jp/php/catalog.php?catGenre=7387&gID=506
https://on.rotary.org/45HuT2K
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ラーニングファシリテーター

女性エンパワーメントチーム

参加者基盤拡大委員会

リーダーシップ開発チーム

行動計画推進のための年次目標　地区委員長
羽部 大仁(札幌幌南RC)

日浅 尚子(札幌RC)

小山 司(札幌RC)

武部 幸紀(札幌RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
ポリオ根絶がロータリーの最優先事項である事の共通認識

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
クラブの発展のために、女性の資質・能力を正しく認め、女性会員を増やす。
女性会員がセクハラ、パワハラ、女性蔑視・差別・偏見を受けることが
ないように啓発する。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
次世代に引き継がれる持続可能な参加者構成

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
若い世代に関するアンケートを各クラブに実施

2.参加者の基盤を広げるの目標
新しいタイプのクラブの創設と世界を変える行動人である事を
理解する

2.参加者の基盤を広げるの目標
女性会員比率30％を実現する。

2.参加者の基盤を広げるの目標
女性、若い世代など、参加者基盤の多様性

2.参加者の基盤を広げるの目標
若い世代に関するアンケートを対象会員に実施

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
多様性、公平さ、インクルージョンへのコミットメントを強化する

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
クラブや地区の役職に女性会員を充て、リーダーとして活躍してもらう。
女性か生き生きと活躍するクラブでなければ、女性会員増強はできない。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
地区クラブ支援委員会、公共イメージ向上委員会、新クラブ・RAC
支援チームやRLI委員会などとの連携を重視し、クラブ活動の活性
化を促す。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
若い世代（50歳未満）の会員を対象にしたフォーラムの実施

4.適応力を高めるの目標
バーチャル技術の使用を支援奨励する

4.適応力を高めるの目標
「女性はこうあるべき」「女だから」といった固定的な決めつけを排して
女性会員の意欲、能力を評価し、男女が互いに敬意を払い活動することが
大事。男女平等で開かれたクラブであることが、クラブの持続的な発展に
欠かせないことを、広く伝える。

4.適応力を高めるの目標
参加者が互いの立場を尊重し、DEIを実践することによって、
各クラブ活動の活性化を目指す。

4.適応力を高めるの目標
アンケートとフォーラムの結果を分析し、地区に報告・提言

5.担当グループの強みを教えてください
初めての取組みだがテイクアクションで！

5.担当グループの強みを教えてください
メンバー全員がロータリーにおける女性の地位向上を強く願っている。
本音の話し合いができる。小委員会の仕事が加重な負担とならないように、
工夫して委員会活動を進めようと努力している。

5.担当グループの強みを教えてください
女性や若い世代の基盤拡大を重視して、女性エンパワメントチーム、
リーダーシップ開発チーム、基盤拡大セミナーチームの3小委員会を
設けた。

5.担当グループの強みを教えてください
3年目となり各委員が問題意識を持っている点

基盤拡大セミナーチーム 新クラブ・RAC支援チーム西方 洋昭(岩見沢RC) 齋藤 聡(岩見沢RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
次の世代に引き継がれる継続可能な活動

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
Reborn
地区ローターアクトの再生及び活性化・衛星クラブの推奨

2.参加者の基盤を広げるの目標
次世代を担う多様な若者 2.参加者の基盤を広げるの目標

みんな楽しく仲良く

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
持続可能なプロジェクトの共働

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
RAC提唱クラブの積極的な参加・会員増強を目的とした
新クラブ結成の指針

4.適応力を高めるの目標
現役ロータリアンと次世代を担う若者が共に経験する成功体験 4.適応力を高めるの目標

身の丈に合ったできることから積極的に行動する

5.担当グループの強みを教えてください
寛容な大人のロータリアンと若い世代の柔軟性

5.担当グループの強みを教えてください
経験者が多く前向きな発信をする
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RI国際大会推進委員会

危機管理委員会

文献資料室

クラブ支援委員会

行動計画推進のための年次目標　地区委員長
石丸 修太郎(札幌西RC)

國立 金助(函館RC)

小里 学(札幌幌南RC)

松下 早苗(栗山RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
楽しい旅程を設定し参加者を募る

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
災害の際、ボランティアの派遣 (社会奉仕(委)・各青少年(委)を
中心にして現地ボランティアとして活動できる場を作ります）

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
所蔵している文献資料を順次デジタル化し、保存していく

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
アンケートを実施し現状把握や未来ビジョンと情報交換の必要性を
理解していただくよう支援する。

2.参加者の基盤を広げるの目標
ガバナー月信やガバナーを通じて発信する

2.参加者の基盤を広げるの目標
第２５００地区と災害対応協定を結ぶ (日頃から各委員会が
災害時に何ができ、なにをしてほしいいかを検討する)

2.参加者の基盤を広げるの目標
他委員会と情報交換をし、文献資料のデータ共有を目指す

2.参加者の基盤を広げるの目標
広報ハイブリッドカードを利用することによって得られるメリットを認知
してもらい、活用することで、より多くのロータリーの機会を知っていた
だけるよう支援する。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
国際大会の楽しさを実感させる企画とする

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
危機管理(委)は、守秘義務を徹底 (危機管理相談室　窓口の設置)

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
デジタル化した資料を用い、会員が閲覧しやすい方法の提供

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
広報ハイブリッドカード活用により様々な活動を認知していただき、
参加する喜びにつながるよう支援する。

4.適応力を高めるの目標
参加者に 現地における活動を前もって周知し準備を促す

4.適応力を高めるの目標
各地区間の災害時助け合い協定作成 (特に２５００地区とは、
北海道は一つのもと日頃から話し合う場を作る)

4.適応力を高めるの目標
資料が相当数あるので、複数年での作業計画を立てる

4.適応力を高めるの目標
アンケートを通じクラブの現状を知る(クラブの健康チェック、戦略計画
立案ガイド、会員満足度アンケート等併用)ことを推奨し、より活性化し
たクラブのビジョンを描いていただく。
そのために必要な支援する。

5.担当グループの強みを教えてください

5.担当グループの強みを教えてください
各青少年・社会奉仕・各委員長が所属→全員で話し合う事ができる

5.担当グループの強みを教えてください
地区資料の集中管理が出来る

5.担当グループの強みを教えてください
委員会全員が一丸となり地区のために出来ること、自分が役立てることを
積極的に取り組んでくれています。チームワークが大変良い委員会と感じ
ています。

ロータリー情報委員会 地区ICT委員会大坂 直人(由仁RC) 堀元 雅司(札幌南RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
過去30年の地区とグループの歩みを俯瞰して実績を知り、新しい
行動計画を実現しよう。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
効果的なコミュニケーションチャネルとプラットフォームの
確立と最適化。

2.参加者の基盤を広げるの目標
新会員の研修のための情報源を共有する。

2.参加者の基盤を広げるの目標
クラブ間、さらには地区間でのネットワーキングとパートナー
シップの拡大。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
クラブにおけるファィアーサイドミーティングや新入会員研修の支援

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
コミュニケーションを通じて、信頼を構築。

4.適応力を高めるの目標
座談会の開催による情報収集

4.適応力を高めるの目標
会員とリーダーのスキル、知識、能力の向上。

5.担当グループの強みを教えてください
①委員にガバナー補佐経験者が数多くおり、現役ガバナー補佐支援
のための情報・資料提供が可能であること。　
②zoom座談会を数多く行ったことにより各クラブとのつながりが
生まれ、クラブのニーズを知る機会が増えた。

5.担当グループの強みを教えてください
委員会の会員は、他の会員よりIT技術に慣れているので、最新の
技術で対応出来る。 
会員各自が時間に関係なく普段からSNSやメールで情報発信に
積極的。
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公共イメージ向上委員会

青少年奉仕委員会

職業奉仕委員会

青少年交換委員会

行動計画推進のための年次目標　地区委員長
小川 有積(岩見沢RC)

西村 英晃(恵庭RC)

長田 正文(岩見沢東RC)

池田 達昭(札幌南RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
公共イメージの重要性を理解してもらい、実践すること。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
若者の世代がロータリアンと社会/地域で関わる機会をつくる

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
職業奉仕研修会内容の充実

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
1.自然と都会が融合する北海道の魅力を、高校生の視野で世界に発信する
2.インバウンド学生からのインプットを重視し、文化、風習などの
インタラクトをすることにより、地域社会の多様性と国際性を目指します

2.参加者の基盤を広げるの目標
各クラブで公共イメージ委員会の設置を促す。

2.参加者の基盤を広げるの目標
学友あるいは経験者との交流の場を作る

2.参加者の基盤を広げるの目標
ガバナー補佐の方々の協力を得て、炉辺会談、研修会の開催

2.参加者の基盤を広げるの目標
1.クラブ、高校へのアプローチとオリエンテーションを開催
2.SNSの有用性と効果を探る

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
全ての会員が、ロータリーの広告塔であることの認識。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
ワクワク感を与える企画作りをする

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
参加者の興味のある大勢での研修会

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
1.各クラブ奉仕活動へインバウンド学生の参加を促し、認知度の向上を図る
2.地区大会、IM他、公式行事に参加しロータリアンとの親睦を深める

4.適応力を高めるの目標
他クラブや他地区での取り組みを紹介して、各クラブの参考にして
もらう。

4.適応力を高めるの目標
共同作業や参加型の内容を充実させる

4.適応力を高めるの目標
委員会メンバーの職業奉仕に関する教育の充実
（知識、及び卓話手法の勉強会の開催）

4.適応力を高めるの目標
1.変化する時代に合わせた新世代委員の募集

5.担当グループの強みを教えてください
チームワーク

5.担当グループの強みを教えてください
各青少年に関わる委員長（委員会）から構成されている事で
各委員会単発の行事や活動が主だということ

5.担当グループの強みを教えてください

5.担当グループの強みを教えてください
世界のロータリーと繋がる英語力
委員自身の子供たちが当プログラムに以前参加

インターアクト委員会 RYLA委員会福見 隼人(札幌東RC) 斉藤 朋博(札幌幌南RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標 1.より大きなインパクトをもたらすの目標
RYLA学友がセミナー運営に関わると共にローターアクト、
ロータリアンに導く

2.参加者の基盤を広げるの目標
新たなインターアクトクラブの設立、提唱 2.参加者の基盤を広げるの目標

多くのロータリアンとRYLA学友、青少年プログラム参加者に広報
する3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
セミナーの企画、運営にRYLA学友を加える

4.適応力を高めるの目標
4.適応力を高めるの目標

他のプログラム参加者にも参加を促す
5.担当グループの強みを教えてください

年5回以上の委員会の開催ができていること 
インターアクト委員、提唱インターアクトクラブの顧問教員と
意思疎通が取れていること

5.担当グループの強みを教えてください
RACや米山、青少年交換などにもご参加いただけるので、つながり
を作り、学友会で未来に継続させられる
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社会奉仕委員会

財団補助金委員会

ロータリー財団委員会

国際奉仕委員会

佐々木 雅之(札幌幌南RC)

天内 和幸(札幌モーニングRC)

松原 重俊(砂川RC)

大川 武志(恵庭RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
地域と密着し。人々の生活の質を高めるだけでなく地域との絆を
さらに深めたい

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
補助金の活用推進のための周知活動の拡充

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
国際ロータリーとロータリー財団の指標と方向性を同じくし、重点分野をはじ
め、各専門分野の専門委員会の活動をサポートし、各クラブ、専門委員会、ガ
バナー補佐の協力のもと「プロジェクトの実践」「ファンドレイジング」の両
方で、ともに「私たちの財団」として共通の目標を達成、実現する。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
1.現在進行中のグローバル補助金を完遂させる
2.新しいグローバル補助金の申請
3.過去のグローバル補助金のフォローアップ事業の継続

2.参加者の基盤を広げるの目標
ロ−タリアンだけでなく、他団体との協力、呼びかけ

2.参加者の基盤を広げるの目標
セミナーでの地区補助金の周知

2.参加者の基盤を広げるの目標
地区内会員、各クラブへ財団がロータリーの重点分野での大きな貢献を、
世界・地域や人材に対しての実践を伝え、各クラブ・会員の
「財団への理解」と「Take action」に繋げる。

2.参加者の基盤を広げるの目標
1.地区協議会などでの説明 
2.各クラブでの卓話 
3.ロータアクトクラブとの連携

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
より身近な問題、例えば社会弱者への支援を大きく告知する

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
クラブに対する講演の実施

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
財団関連委員会の活動を理解して頂き協力者を増やす。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
各クラブやロータリアン個人でどの様なかかわりが出来るのか具体的に
案内をする。

4.適応力を高めるの目標
専門分野の先生方との勉強会の開催

4.適応力を高めるの目標
各クラブの申請内容の精査体制の充実

4.適応力を高めるの目標
地区内だけでなく第一地域などとの繋がりを持つことで適応力を高める。

4.適応力を高めるの目標
検証ツアーに参加いただき、国際奉仕に少しでも触れていただく。

5.担当グループの強みを教えてください
３年間同じメンバーですので、委員会内容をよく知っている

5.担当グループの強みを教えてください
各クラブの補助金を利用した奉仕活動支援に関する知見の積み重ね

5.担当グループの強みを教えてください
各委員会の役割を理解し積極的な委員長の存在

5.担当グループの強みを教えてください
地区ロータリー財団委員会との連携がスムーズに出来る事。

VTT・新世代交換委員会 財団奨学金・平和フェロー委員会髙張 秀人(札幌手稲RC) 瀧澤 隆之介(札幌北RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
新世代交換の取り組みから、VTTの活動に繋げる施策を考え実行する

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
ロータリーの理念及び重点分野を深く理解した留学生の募集・
選考を行う。

2.参加者の基盤を広げるの目標
当地区やタイのローターアクトを巻き込んで、多くの次世代交換
対象者に参加してもらい、ロータリーファミリーをより広げる

2.参加者の基盤を広げるの目標
留学生募集の告知を広く行い、より多くの応募者を募ることを
目指す。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
今までの行動を尊重しながら、新たなる取り組みや発想を柔軟に
受け入れ、さまざまな関わりを持つ機会を促す

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
壮行会・学友会・報告会等の開催を通じ、奨学生、ロータリアン
双方の啓蒙を目指す。

4.適応力を高めるの目標
単年度だけで完結すべきものと、継続していくものを考え、リスク
を恐れず文化を育む

4.適応力を高めるの目標
奨学生の門戸を広く掲げ、個々のバックボーン、専攻分野及び
募集動機などに耳を傾ける。

5.担当グループの強みを教えてください
行動力と実行力、海外経験者の多さ

5.担当グループの強みを教えてください
過去に多くのGG奨学生及び地区財団奨学生を輩出している実績
及び学友の存在など。

行動計画推進のための年次目標　地区委員長
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大口寄付・PHS委員会

ポリオプラス委員会

年次基金推進チーム

ロータリーカード推進チーム

黑川 篤(札幌北RC)

志田 勇人(札幌幌南RC)

江本 勝典(砂川RC)

大川 武志(恵庭RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
当地区の寄付実績の報告の機会を増やす

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
発生報告件数ゼロの維持

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
「数は力なり」関わる全てを広げ、よりインパクトを大きくする。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
全クラブにロータリーカードを利用いただく。

2.参加者の基盤を広げるの目標
遺贈友の会などロータリアン以外でも利用できる寄付のアピール

2.参加者の基盤を広げるの目標
地道な啓蒙活動と勧誘活動

2.参加者の基盤を広げるの目標
委員会活動の主旨や目的を理解すると共に、活動の歴史を顧みる。

2.参加者の基盤を広げるの目標
1.PETS財団セミナーでの広報活動 
2.地区補助金管理セミナーでの広報活動
3.各クラブでの卓話

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
財団セミナーなどの機会に大口寄付やPHSの案内をする

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
なるべく楽しい委員会活動を心がける

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
魅力ある委員会活動を意識し、日頃から情報交換を絶やさない。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
クラブカードだけではなく、個人カードを持っていただき利用し
ていただく。

4.適応力を高めるの目標
他の財団小委員会と連携し理解しやすいセミナーを検討する

4.適応力を高めるの目標
情報収集を欠かさずに行う

4.適応力を高めるの目標
持続可能となるためには、変化に対する適応力が必要であり、
改めて取り巻く環境の変化を認識する。

4.適応力を高めるの目標
先ずは、何故ロータリーカードを利用するとポリオ根絶に繋がる
のかを理解していただき個々人が積極的に利用いただく。

5.担当グループの強みを教えてください
PHS認証式を行える

5.担当グループの強みを教えてください
委員が同じクラブ内の人が多いので、コミュニケーションがとり
やすいところ

5.担当グループの強みを教えてください
キャリアが豊富な委員会メンバーが多いこと。

5.担当グループの強みを教えてください
ポリオプラス委員会との連携強化

米山記念奨学・学友委員会 RLI委員会入井 浩樹(滝川RC) 平川 香織(札幌手稲RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
RID2510ロータリークラブ会員が米山記念奨学事業に関する思い違いと、
誤解を解消する行動を行います。 
会員へ米山記念奨学生の未来を創造をしていただく活動を行います。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
RLIセミナー体験を通して、多くの会員と接することで、多くの情報・
考え方などを共有することで、クラブ運営やクラブの活動により良い
変化をもたらす。

2.参加者の基盤を広げるの目標
米山記念奨学事業はDEIそのものであるという行動を行います。 
米山記念奨学事業は世界平和に貢献する基盤作りという行動を行います。

2.参加者の基盤を広げるの目標
RLIセミナー体験を通して、幅広い年齢層や役職の会員、ローターアクトの
ロータリーへの理解と活動意欲を高める。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
米山記念奨学生は世界中に「7つの重点分野」を拡散する架け橋に
なることを理解していただく行動を行います。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
RLIセミナー体験を通して、よりロータリーへの理解を深めることで、
活動に対しての意欲を高めることに通じ、また会員同士の絆を深める。

4.適応力を高めるの目標
米山記念奨学生との交流の場を増やし米山記念奨学事業の目的を伝える
行動を行います。

4.適応力を高めるの目標
RLIセミナーの参加者とRLI関係者が、ファシリテーションへの理解を深め、
クラブにおいてリーダーシップを発揮し、DEIを実践する。

5.担当グループの強みを教えてください
専門知識が必要で有ることと、日本人とは違う海外の習慣を理解しながら
奨学生と接するスキルを習得するのに時間を要します。
同時に、委員の育成にも時間を要す。

5.担当グループの強みを教えてください
最も委員が多い委員会であり、会員同士のつながりと多くの情報が得られ、
またファシリテーターを務められた方はよりロータリーへの理解が深まり、
ファシリテーションを会得することが出来、クラブや地区においてリーダー
シップを発揮している傾向にあると思う。

行動計画推進のための年次目標　地区委員長
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 川守田 暢 会員
苫小牧北RC
職業分類：歯科保存
入会日：2024年7月1日

泉山 翼査 会員
札幌モーニングRC
職業分類：採用代行業
入会日：2024年7月3日

橋本 雄一郎 会員
苫小牧RC
職業分類：生命保険
入会日：2024年7月5日

高橋 慎弥 会員
苫小牧RC
職業分類：自動車部品製造
入会日：2024年7月5日

新入会員の皆様を
心より歓迎します！

ロータリーフェローズ委員会 ロータリーデーイベント委員会鈴木 抄織(札幌大通公園RC) 姫野 芳安(札幌北RC)

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
プログラムの枠を越えて地区全体で交流を深め、ロータリー行事に参加することで、
互いにロータリーへの理解を深めると共に、積極的にロータリーへ参加したいと
思ってもらえるような活動をしていきたい。

1.より大きなインパクトをもたらすの目標
基本理念と地域のニーズを考慮し活動する

2.参加者の基盤を広げるの目標
学友委員会からロータリーフェローズ委員会と名称が変わることで、より広い視野で
活動しやすくなると思う。新しい気付きを行動に移していきたい。

2.参加者の基盤を広げるの目標
多様な世代・新規メンバーの参加促進

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
2023年11月に初の試みで地区内に滞在中の青少年交換学生、ROTEX、米山奨学生、
学友を対象にお料理イベントを開催した。楽しみながら日本の食文化を学んでもらい、
一緒に調理をして食べながら交流を深めることができた。
このような機会を増やしていくと、より積極的に関わりを持つことができると思う。

3.参加者の積極的なかかわりを促すの目標
各委員会、メンバーと定期的にパーソナルなコミュニケーションを
持つ

4.適応力を高めるの目標
多様な学生達に対応できるよう、幅広い視野と知識を常に学びながら、かつ諸先輩の
ご指導をいただきながら国際感覚を身に着けて適応していきたい。

4.適応力を高めるの目標
個人や組織が変化に柔軟に対応し新しい状況に効果的に対処できる
様にする

5.担当グループの強みを教えてください
３年間同じメンバーですので、委員ロータリアンだけでなく、ロータリーに関わる
全ての方が対象になる委員会なので、地区全体を盛り上げる様々な取り組みが可能な
委員会だと思う会内容をよく知っている。

5.担当グループの強みを教えてください
多様なメンバーと専門性と経験及び想像力とイノベーション精神

行動計画推進のための年次目標　地区委員長

2024-25　地区大会


